
横須賀市産業交流プラザへのご提案



施設の目的及び方向性 ※公募資料より抜粋

(1) 目的
産業交流プラザ条例に基づき、経済の国際化及び情報化並びに技術革新の進展に
対応するため、地域の産業振興の交流拠点となることを目的として設置した施設
です。

(2) 方向性
本施設は、市中心部に位置する産業振興の交流に関する中核施設として、市内外
の事業者の会議、研修会や展示会などの目的で主に利用されているほか、テレ
ワーク拠点として、仕事や勉強での利用、また、市民の方の各種サークル活動、
勉強会や親睦会等、多くの方々に利用されています。



その一方、近年、利用率の低迷が課題となっています。
今後も幅広い層の市民が快適に利用できる場を提供していくことを目指すとと
もに、本市の経済及び産業の発展に寄与する施設としての利用を促すことを最
大の目標としていきます。



・認知が不充分
・選択されていない



利用促進に係る対応策



トライアルプロモーション発想



新しい時代の発想
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“トライアル
プロモーション発想”



インターネット アナログ

認知（来館をまず促す）



ホームページの目的
認知拡大、イベントなどの告知・来場促進、イメージ形成、
各種情報・記事提供、予約受付（公の施設予約システムとの連携を検討）

ホームページ展開
ホームページは普及率の高いスマートフォン対応を行い、より多くの方が快適に情報を得ることが
できるようにします。施設内容やイベント事業だけでなく、「産業交流プラザがどんなことをして
いるのか、どんなことができるのか」といった情報を積極的に発信します。
ビジネスで気になる情報・アドバイスを盛り込んだ記事も定期的に掲載し、緊急告知も実施します。
来館者向けの告知だけでなく情報誌やSNSと連携することで、ホームページへの誘導を図ります。
基本毎日更新（休館日除く）。

ホームページの展開



SNS活用
SNS展開
より多くの方に届けるため、ためになり親近感のわくSNS運用を行います。
SNSユーザーに強い影響力あるインフルエンサーを起用し、投稿への注目度アップとフォロワー数増加を
ねらいます。現地の写真もふんだんに活用します。

SNS方針
SNSの運用からイベントの企画まで一気通貫して実施します。
各種SNSは、①通常SNS運用のほか、②スペシャルSNS企画、③YouTube動画企画、④リアルイベント
×Zoom配信企画で構成します。イベント告知だけでなく魅力的なコンテンツを配信することによる注目度
アップとファン化、広域対策がねらいです。
SNSの特徴

コンテンツ ユーザー層 特徴

Facebook 20〜50代 年齢層が高め／コミュニティ化しやすい／イベントPRなどに有効

X(旧Twitter) 10〜40代
リアルタイム性と情報拡散力が有効／興味関心でつながる／
ハッシュタグ機能により情報の拡散力がある

Instagram 10〜40代
雑誌感覚・ビジュアル訴求が中心となり視覚的に訴えやすい／
若いママが多い

LINE 10〜60代
プッシュ通知で確実にユーザーに情報を届けられる／
限定キャンペーンPR等に適している。



ミニコミ紙





チラシ



広報チームを中心に

デザイン性の高い情報誌を自社制作



・館内スペース展開
・様々なテーマのイベントによるPR

行動トライアル（行ってみる）



コワーキングスペースの運営ノウハウ



図書コーナーの設置



ワイヤレスで接続できる複合機の設置



ロッカーの設置



・気軽に来館できるきっかけ

・興味関心の高いテーマを設定

・週末の利用のない部屋を活用

◇やわらかアートアカデミー

◇横須賀寄席

◇キユーピーの
「聞いてなるほど！マヨネーズのお話」

◇のびのび肩こり腰痛予防講座

様々なテーマの
イベントによるPR



交流についての取り組み ８Knotユーザーの交流会



市の産業を支える人材の育成事業



市の産業をアピールする事業



市の産業を担う若者たちへの支援



学びに向かう力を育む



事業者支援



PDCAの徹底と
PDCAによる改善と提案・発展

報告による日々の改善の追求
現状の共有だけでなく常に「課題や次の目標」を発見し、
「方針・行動のステップアップ」を行い「継続的に
パフォーマンスを高めて、
利用者・市民の満足を高めていく」ことを行います。
そのための報告体制として、月次・四半期・年度末の報告・
共有を行います。

報告のスタイル「ラウンドテーブル」
報告は現状の共有、課題や目標の発見、試行策の提案と検証を
共有する場です。
常に、同じ目標（利用者・市民の満足度を高めること）に対して、
角張ったテーブルで対峙するのではなく、同じ方向に向き合って
話す姿勢で報告します。



指定管理者の在り方について





受託施設での事業数

年間4,500本以上



環境に関わる施設

公民館

図書館

子ども向け施設

フィールドを問わないあらゆる状況に対応



変化を力に進むまち



今後の施設の在り方を
共に考え運営するパートナーとして


